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  ペニンスラ教会は 2011 年に 60 周年を迎えました。そしてこの 2012 年、私たちは次の新しい一歩を踏み出しました。  60 年は人生に例えれば還暦です。還暦には赤い頭巾やちゃんちゃんこを着てお祝いするという慣例が日本にはありますが、そこまでしなくても赤い帽子をかぶったり赤い服を着たりしてお祝いする姿は当地の日本人の中にも見ることができるでしょう。最近の日本では、成人式を真似て還暦式と名づけた式を執り行う市町村があり、第二の人生の出発を祝っているそうです。  人生の還暦が新しい出発であるように、私たちの教会もちょうどそのような時に来ているように思います。「次の新しい一歩を踏み出しました」と冒頭に書きましたが、その新しい一歩は何か特別に目新しいことをしようとか、そういう意味ではありません。教会の本来の姿をもう一度見つめなおし、原点に立ち返り、そして次の一歩を踏み出していこうということです。 

  教会は、主の愛を受けることができる場所です。そしてそれと同時に、主の愛に応えるその決断をする場所でもあります。そういう意味で私の中にあるペニンスラ教会の新しい一歩とは、主の愛に応える教会でありたいということです。  イエス様は十字架と復活によって救いを与え、大いなる愛を注いでくださいました。私たちはその愛を受け、救われ、感謝しています。しかしそれで終わってしまっては、還暦を迎えた立派な大人とは言えません。その愛に応えてこそ、成熟した大人ということができるでしょう。  愛に応えるとは具体的にどういうことでしょうか？それが何であるか、何をすべきか、それを祈って考えることからはじめること、これが新しい一歩なのだと思っています。それをはじめるなら、神様はきっと私たちが具体的に歩む道を示してくださることでしょう。  成人式が大人への第一歩、そして還暦式が更なる新しい一歩であるように、ペニンスラ教会の 61 年目が主の愛に応える新しい一歩となりますようにという祈りを込めて。 

   牧師 榊原 宣行 
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2011年１２月１８日クリスマス礼拝において 



【１１～１２月報告】     
         ・ １１月６日（日） 療養中の杉岡アンディ兄が日本から来てくださり、有志で共に楽しい昼食の時を持ちました。アンディ兄とは３週続けて礼拝を共に守ることができました。感謝です。難病と向かい合いながら暮らしておられるアンディ兄のために、お祈りください。 ・  ・ １１月１２日（土） ウォールナットクリーク教会において、JEMS 賛美大会が開かれました。当教会からも２組の賛美チームが参加し、過去最高となる合計１７組の賛美チームが、歌、演奏、踊りで神様を賛美しました。また、ベイエリアの各教会のみなさんとの楽しい交流のひと時になりました。参加くださったみなさんに感謝します。 ・  ・ １１月１３日（日） 礼拝において子供祝福式がありました。教会の次の世代となる子供たちに神様の守りがありますように。またご家族に神様の恵みが豊かにありますように。子供たちには、日本から持ち帰ってくださった特別の千歳飴のおみやげが渡されました。 ・  ・ １１月２０日（日） 感謝祭礼拝で、この一年の感謝を神様に捧げました。 ・  ・ １２月８日（日） 礼拝で、井口弘兄から建築基金のアピールがありました。このプロモーションは来年４月まで続きますので来年の教会会計の健全化のために、みなさんの心からの捧げものをよろしくお願いいたします。  ・  ・ １２月１６日（金） 当教会で午後６時半からユースとヤングアダルト主催でクリスマス会がありました。８０人近くが集い、持ち寄りのごちそうを食べ、プレゼント交換会で楽しい夜を過ごしました。企画・運営してくださったユースリーダーのスタッフのみなさんに感謝します。  ・  ・ １２月１８日（日） クリスマス礼拝で、教会学校の子供たちのかわいい賛美、そして聖歌隊によるすばらしいクリスマスキャロルの賛美がありました。 子供たちと先生方、聖歌隊のみなさん、ありがとうございました。 ・  ・ １２月２５日（日） クリスマス音楽礼拝で、有名なクリスマスキャロルを中心に賛美しました。特にメッセージでは「きよしこの夜」の誕生物語を聞き、心も新たに「きよしこの夜」の賛美でイエス様の誕生を祝いました。  ・  ・ １２月２６－２８日 ミッドウインター・ユース・リトリートが Redwood Christian Park で行われました。日語部と英語部のユースたちが大勢参加し、講師の石飛恒先生を通して多くの恵みをいただいた三日間でした。 ・  
【予定】                    ・  ・ １月８日（日） 「もちつき会」を礼拝後に開催します。お友達を誘って楽しいおいしいイベントに参加ください。 ・  ・ １月２９日（日） 礼拝後、日英合同総会です。教会員の方は必ず参加ください。  ・  ・ ２月５日（日） 新役員就任式。  ・  ・  
【定期集会】        ・ 聖日礼拝 毎週日曜日 朝１朝１朝１朝１１１１１時時時時     ・ ユース礼拝 第一、第三日曜日、朝１１時 （（（（1111 月は１５日と２９日月は１５日と２９日月は１５日と２９日月は１５日と２９日））））                             ・ 成人クラス 第一、第二日曜日、朝１０時 （（（（１月は成人クラスはありません）１月は成人クラスはありません）１月は成人クラスはありません）１月は成人クラスはありません） ・ 子供教会学校 第一、第三日曜日 礼拝と同時進行 教会学校ルームにて （（（（1111 月は１５日と２９日月は１５日と２９日月は１５日と２９日月は１５日と２９日）））） ・ 日語部シニア会：三ヶ月に一度。 ・ 「家庭聖書クラス」 檜垣姉宅にて毎週火曜日、午前１０時 （１月１０（１月１０（１月１０（１月１０日より日より日より日よりスタートスタートスタートスタート）））） ・ 「バイブルスタディ」  ベーカー姉宅にて 第三金曜日午前１０時３０分 （１月は１３日）（１月は１３日）（１月は１３日）（１月は１３日） ・ 「夜の祈り会」 毎週水曜日、午後７時３０分 （１月は１１日よりスタート）（１月は１１日よりスタート）（１月は１１日よりスタート）（１月は１１日よりスタート）  ・ 「バイブルサークル」 第２日曜日 礼拝後 （１月は１５日）（１月は１５日）（１月は１５日）（１月は１５日） ・ 「ユース集会」毎週金金金金曜日 夜７時３０分  ・ 「朝の祈り会」 午前１０時、第二・四週は祈り会、第三週はバイブルスタディ、第一・五週は休み ★ ルスコー先生のリタイアに伴い、長年続けてきました「スタンフォード集会」が休会となりました。療養中の 

   ルスコー先生とクリスタさんご夫妻の健康のため、お祈りください。    【お願い】 病気療養中、経済的な困難、悲しみの中にある兄弟姉妹のために、お祈りをお願いいたします。 【お知らせ】 ペニンスラ教会日語部のホームページ http://www.peninsulafmc.org/jp をぜひ御利用ください。（四方秀則兄が担当）。ホームページでは以下の内容が新しく更新されています。 1. 榊原宣行牧師の礼拝メッセージを音声でメッセージを音声でメッセージを音声でメッセージを音声で聞くことができます。 2. のぶ先生のかみしばいかみしばいかみしばいかみしばいを動画動画動画動画で見ることができます。 3. 月報、ペニンスラプレイズの PDF版（カラー写真カラー写真カラー写真カラー写真バージョン） 【お知らせ】 創創創創立立立立６６６６００００周周周周年年年年記記記記念念念念証証証証集集集集をご希望の方は、榊原牧師か井口真理子姉にお問い合わせください。 

アンディ兄を囲んで、昼食会 

JEMS賛美大会 

子供祝福式 

教会学校の子供たちの賛美 

聖歌隊賛美 


